
             

 

母体血の有機フッ素化合物（PFAS）濃度と４歳までの川崎病発症の解析 について 

子どもの健康と環境に関する全国調査（エコチル調査）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エコチル調査北海道ユニットセンター（北海道大学）特任准教授・岩田啓芳並びに特別招

へい教授・岸玲子らの研究チームは、約 25,000 名の妊婦の血中有機フッ素化合物(PFAS)※

1 濃度と生まれた子どもの 4 歳までの川崎病※2 の発症について解析しました。その結果、胎

児期の PFAS のばく露と川崎病の発症増加との関連はないことが明らかとなりました。しか

し、本研究で解析の対象とした 7 種類の PFAS 以外の PFAS との関連は不明のため、生後の

子どもの PFAS 濃度と川崎病発症との総合的な関連については今後も引き続き解析が必要で

す。 

本研究の成果は、令和 5（2023）年 12 月 7 日 Elsevier 社から刊行される環境分野の学

術誌『Environment International』に掲載されました。 

※本研究の内容は、すべて著者の意見であり、環境省及び国立環境研究所の見解ではあり

ません。 

 

1. 発表のポイント 

・エコチル調査にご協力いただいた妊婦のうち、約 25,000 名の血中 PFAS 濃度を測定しました。 

・上記血中 PFAS 濃度を測定した妊婦から誕生した子どもを４歳まで追跡した結果、約 250 名

の川崎病発症を確認しました。 
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・測定対象とした 28 種類の PFAS のうち、60%以上の妊婦において報告限界値を超える値が確

認された 7 種類の PFAS (PFOA, PFNA, PFDA, PFUnA, PPFTrDA, PFHxS, PFOS)を解析に用い

ました。 

・これら 7 種類の PFAS 濃度と川崎病発症の増加との関連性は認められませんでした。 

 
2. 研究の背景 

子どもの健康と環境に関する全国調査（以下、「エコチル調査」）は、胎児期から小児期に

かけての化学物質ばく露が子どもの健康に与える影響を明らかにするために、平成 22

（2010）年度から全国で約 10 万組の親子を対象として環境省が開始した、大規模かつ長

期にわたる出生コホート調査です。さい帯血、血液、尿、母乳、乳歯等の生体試料を採取し

保存・分析するとともに、追跡調査を行い、子どもの健康と化学物質等の環境要因との関係

を明らかにしています。 

エコチル調査は、国立環境研究所に研究の中心機関としてコアセンターを、国立成育医療

研究センターに医学的支援のためのメディカルサポートセンターを、また、日本の各地域で

調査を行うために公募で選定された 15 の大学等に地域の調査の拠点となるユニットセンタ

ーを設置し、環境省と共に各関係機関が協働して実施しています。 

川崎病は、発症後に心血管合併症を引き起こすリスクのある小児に好発する疾患ですが、

その正確な病因は未だ不明と言われています。有機フッ素化合物（PFAS: 正式名称 Per- 

and polyfluoroalkyl substances）は、多くの疾患発症との関連が指摘されており、また免

疫抑制作用がある合成化学物質として注目されています。本研究は、胎児期の PFAS のばく

露が川崎病発症のリスクに影響を与えるかどうかを評価することを目的として解析を行いま

した。 

3. 研究内容と成果 

当研究はエコチル調査に参加した妊婦 25,040 名から採取した血液中の 28 種類の PFAS

濃度を測定するとともに、当該妊婦から 2011 年から 2014 年に生まれた子ども（25,256

名）を 4 歳まで追跡しました。その結果、川崎病を発症した子どもは 271 名（約 1.1％）

でした。28 種類の PFAS のうち、参加者の 60％以上で報告限界値（Method reporting 

limit）※3 を超えるレベルで測定された 7 種類の PFAS (パーフルオロオクタン酸(PFOA), パ

ーフルオロノナン酸(PFNA), パーフルオロデカン酸(PFDA), パーフルオロウンデカン酸

(PFUnA), パーフルオロトリデカン酸(PFTrDA), ペルフルオロヘキサンスルホン酸(PFHxS), 

パーフルオロオクタンスルホン酸(PFOS))を解析対象としました。解析方法は回帰分析※4 と

し、複数ある PFAS 物質の混合効果の影響も評価しました。 



             
その結果、今回の研究において、解析に用いた 7 種類の PFAS が川崎病発症を増加させる

ような結果は認められませんでした。 

4. 今後の展開 

今回、解析対象とした 7 種類以外の PFAS と川崎病発症との総合的な関連については今後

も引き続き検討が必要です。これにより、子どもの発育や健康に影響を与える化学物質等の

環境要因が明らかとなることが期待されます。 

なお、今回の結果は、妊娠中の母体の血中 PFAS 濃度とその子どもの川崎病発症との関連

を解析したものであり、川崎病を発症した子どもの血中 PFAS 濃度の測定は行っておりませ

ん。 

5. 用語解説 

※1 有機フッ素化合物（PFAS） 

正式名称は Per- and polyfluoroalkyl substances です。有機フッ素化合物（PFAS）は、

炭素とフッ素の結合を含む有機化合物の総称で、撥水・撥油性を有するため撥水撥油剤、界

面活性剤、消火剤、調理器具のコーティング剤などへ使用されています。環境中で分解され

にくい性質から、環境・生態系並びに人への影響が危惧されています。 

※2 川崎病 

主に子どもにおいて発熱・リンパ節腫脹などを呈し、後遺症として心臓に分布する血管（冠

動脈）に瘤（りゅう）を呈することがあり、早期発見と治療が重要な疾患です。わが国の患

者数は増加傾向にありますが、その原因は今なお不明で、発症に影響する環境要因も特定さ

れておらず、国内外で活発に研究がなされています。 

※3 報告限界値（Method reporting limit) 

ある分析手法を用いて測定を行い、その結果を報告する際に、値が一定の信頼性を持ち、検

出や測定が確実に行われているといえる値の範囲の最小値を示すものです。 

※4 回帰分析 

回帰分析は、統計学の基本的な手法であり、例えば、環境物質と疾患の発生との関連を調べ

るのに役立ちます。この分析を通じて、特定の環境物質が疾患の発生に与える影響を数学的

に評価し、疾患の発生リスクを推測することが可能です。 
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7. 問い合わせ先 

【研究に関する問い合わせ】 

国立大学法人北海道大学 

環境健康科学研究教育センター 成果発表担当 

E-mail: info （末尾に＠cehs.hokudai.ac.jp をつけてください） 

 

※研究に関する問い合わせは、メールでのみ受け付けます。 

件名：【研究に関する問合せ】（問合せをする人の名前） 



             
内容：所属／氏名／連絡先（メールアドレス・電話）／問合せ事項 

 

【配信元】 

国立大学法人北海道大学 

社会共創部広報課 

E-mail: jp-press （末尾に@general.hokudai.ac.jp をつけてください） 

Tel: 011-706-2610 

 

国立研究開発法人国立環境研究所 

企画部広報室 

E-mail:kouhou0（末尾に”@nies.go.jp”をつけてください） 
 


	1. 発表のポイント
	2. 研究の背景
	3. 研究内容と成果
	4. 今後の展開
	5. 用語解説
	6. 発表論文
	7. 問い合わせ先

